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研究施設昭和53年度報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　運　営　会　議

　6月13日，第1剛運鴬委貫会，於学都第二会議室，昭和52年度事業報告，決算報告，昭和53年度事業案，

予算案につき討議承認，出席者施設長羽田，運営委員堀井，小林（マ），鈴木（良），岩井，木村，竹内｝田中，

田巻，布谷，中村，施設員渡辺，赤羽，事務局水谷，徳武，古平，池田（順不同，敬称略）。

　10月5B，第2匝i運営委員会，於志賀施設演習室，施設宿～1知者利用心得一部改正，昭和55年度施設概算要

求につき討議承認，概算要求に関するかやの平分室建設予定地の視察，出席者施設長羽田，運鴬委員堀井，

小林（マ），岩井，本村，吉岡，松沢，高野，馬場，田巻，布谷，中村，施設員渡辺，赤羽，宮下，頚：務謁北

沢，田子，山本，上条，徳武，勝野（順不同，敬称略）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　∬　施設管理，充実

　展示館の開館5刀1日より11∫醤25日まで毎1ヨ。ロックガーデンー部植物の植えかえラ中央階段つけかえ，

雪どけがおそく，植物の生育状態は良好であった。景観展示箱二個作製，設遣した。自然観察路は6月から

11月まで質問板設趾，雪どけの遅れが著しく，全線があらわれたのは6月に入ってから，大型説明板や案内

板の腐蝕がいちじるしくなり，由ノ内町当局によって一部のつけかえ修理が行なわれた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　組　印　　醐　　物

　パンフレット，5，000部，展示館入叫こて無料配布，冬季に新しいパンフレットの編集を行ない，全五百的

に改訂した。次年度より一新されよう。一般参観春の増大に対して，パンフレットの都数不足がいちじるし

い。

　研究業績第16号は8GO都印刷し，各方面に瀦布。

　「長池の四季」は5月より10月まで10翻発行。各号300部印糊，観う丘協会を通して各旅館，寮等に配布，

好評であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　W　自然探勝会，説明会

　7月8月毎日午後1時より2時の間，一丁1者を集めて野外説明会を行なった。322名参加者あり，観光協

会計画による自然探勝会は8月に4i瓢説明を担当した。125名参力i堵があった。6月から8月にかけて中

・高校生の団体参観が増大し，1Q照体の説絹申込みがあった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　V　轟然教育実習

　本年より回しく2年次生全員を対称とした教育養成課程学生合宿研修を本施設で行なうこととなり，その

中へ本施設の自然教育実糟を念めることとなった。6月22日より8月3蝦まで10班にわかれ各班3泊4日の

臼程により実施された。各教科教官，事務局職員多数の協力を得，314名の学生と39名の教宮並びに事務職

貴が参加25ページのテキストを作製し金員に配布。

　昭和53年度理科教材単紘取得学生の臼然教育実習はッ2年次生は上記合宿研癖参をもってこれに幽て，3年

次生以上で未了のものについて10月8臼～1蝦に1油2日3班で行なう。94名が終了。

8月1日より4日まで，

　　　　　　v［　大学公開講座

3泊4日でr自然保護」言1な座を開いた。15名参加，25ページのテキスト作製配布。

　　　　　　w　施設利用状況

宿泊施設の利朋者は，のべ2，529名。このうち学部関係利胴者は，のべ1，567名である。6月から9月まで
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の利用者（夏挙）は，のべ1，426名。4月～5月，10月～3月の利朋者（冬期）は，のべ1，567名である。主

な利月粥蛉と利用考を，表1に示す。

　展示餓・自然観察路の利用状況は，展示館入i」に記入名簿をおいて調査した。この結果を表2，3，4に

示す。記帳した参観者の総数はラ26，397名で，前年より3，300名ほど増加した。めだった特徴としてはう団

体の数が増加したこと，とくに大学生や一般家族つれなどの小倒体が増押した。県内者は，偲人・団体とも

に減少している。また，矧体の参観数は，前年にくらべて5月が急激に増加し，10月が激1成した。なお，記

帳の状況を見ると，参観者の3分の1は記帳していない。したがって，全参観者数は，8万名を越えるもの

と思われる。

蓑1

施設の主な利用i三i的と利用者

（一般研究・研修）

6月ユ～2撮

　　7～11日

　　9～！1日

7屑14！v191ヨ

8月12～13日

9月4～5属
10月21～22日

　　28～30iヨ

11月11～12緯

12月27～28日

1月27～28日

2月3～7日
　　18～21iヨ

動三物の生態自然観察研修

統計物理学の研究ゼミナール

IBP特別地域内での土壌調査

生態学野外実覆

松本市志高狡博物会臼然研號講翌会

信州大学教育学部養護学校生活訓練

志賀高原自然観察

鳥類のHabitat　Sy恥posium

野尻湖発掘の地質検討会

志賀高原における雪の研究

長野盆地の形成史に関するゼミナール

志賀高原野生ニホンザル総合調査

極地方式の実地研究

　　（教育学需脚半実習）

6月22～7月5日合宿研修
7月19～28El　　　　　　　　　　　　〃

8月22～31日　　　　　　　　　　　　 〃

10月8～11日　　　理科教材志賀実習

　　（卒論研究）

1月20～21獄　志賀高原の雪の研究

2月3～4日　　　　　〃

　　17～18田　　　　　　〃

　　（常時利用岩）

　　志賀高原の湖沼の研究

　　低温室利用

　　王BP実験室利用

製一
9嬢名

信州大学教育学部羽田健三　他27名

名古屋大学工学部中野藤生　他18名

玉用大学農学部竹島征二　他5名

束京都立大学理学部北沢右三　他15名

松本深志高校柴野武尖　他22名

丸山英副校長　他12名

繕彊大学教育学部松沢邦彦　他21見

繕州火脚教育学部中村登流　他28名

骨細大学教育学部赤羽貞幸　他20名

信州火明教育学部岩井邦中　他4名

信州大学教育学部斎藤豊　他15名

京都大学霊長類研究所和田一雄他17名

手誠教育大学高橋金三郎　他9名

教育学部理科地学藤井洋志・小林勤・中島直人

　　　　　　　〃

　　　　　　　〃

市村吉正

入来義彦（儒州大学教育学部）

岩井邦中（信州大学教育学部）
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馨を2　　来郵M登i材玄の種タ籔

校
校
校
学
般

　
　
学

学
学

　
　
等

小
中
高
大
一

計

県 外

蹴貿本数（％）

31（11．7）

58（21．9）

52（19．6）

40（15．1）

84（31．7）

265（100．0）

人　数（％）

1，085（　5，4）

8，827（44．3）

5，917（29。7）

　860（4．3）

3，249（16．3）

19，937（100．0）

雪
ド夢 勾一

殴1で本数（％）

0（0．0）

5（23．8）

4（19。0）

5（23．8）

7（33．3）

21（99．9）

人 数（％）

　0（0．0）

474（47。9）

96（9．7）

126（12．7）

293（29．6）

989（99．9）

計

団体数（％）

31（10昌8）

63（22．0）

56（19。6）

45（15。7）

91（31．8）

286（99．9）

人　数（％）

1，085（　5．2）

9，301（44．4）

6，012（28．7）

　986（4．7）

3，542（16．g）

20，926（99。9）

表3 団体の県内外の比率（％）

県

県

内

外

i量一 体

小　学　校

0
ロ

0

0
　

001

吋こε　学　　イ交

7．9

92．1

高等学校

7．1

92．9

大 学

11．1

88。9

般

7．7

92。3

計

7．3

92。7

褒4 ノ甥惨観老長

月

5
6
7
8
Q
V
∩
V
1

　
　
　
　
　
1
1計

個
（％）

人

　323（　5．9）

　288（　5．3）

1，031（18．8）

3，174（58．0）

　305（　5．6）

　311（　5。7）

　　39（0．7）

5，471（100．0）

π
∬ 体

団　　似⊆　数（0／／0）

33（11．5）

33（11．5）

95（33．2）

55（19．2）

53（18．5）

17（5．9）

0（0．0）

286（99．8）

入 数（％）

6，183（29．5）

2，217（10，6）

8，116（38。8）

1，698（8．1）

2，194（10，5）

　518（　2．5）

　　　0（0．0）

20，926（10G，0）

量
ロ

6，506（24．6）

2，505（9．5）

9，147（34。7）

4，872（18．5）

2，499（　9．5）

　829（　3．1）

　　39（0．1）

26，397（100．0）


